
実施日　　　　　　　　平成29年　０月　０日（　）　　００：００～００：００令和4年 10月3日（月）　14:00～15:00

会議実施会場　　　　介護老人保健施設　００００

参加人数　　　　　　　5施設　　　6名　　参加

議事項目

内容

● 新型コロナウィルス状況報告

A施設

・ 2/3にクラスター発生

B施設

・ ２月認知症棟にてクラスター発生し１か月で収束

利用者１０名、職員１０名感染

C施設

・ 職員数名の感染はあったが利用者の感染はなし

D施設

・ ３月クラスター発生し、２週間程度で収束

利用者１４名、職員４名感染

E施設

・ ５月に１フロア、クラスター発生し、１か月ほどで収束

クラスター中は職員の感染なし

● クラスター発生時の対応について

A施設

・ 認知症棟での発生であり、利用者が居室から出てきてしまうため、

隔離対応が困難であった。

・ マニュアルに沿って業務を行った

B施設

・ ゾーニングについて個室対応としていたが増加していく状況だった

・ 食事介助が必要な方が数名おり、長時間の接触になることもあり

介助が必要な方は昼食は通常の食事を提供し、それ以外は栄養補助

食を合わせたものを提供し対応した

・ ご家族へまめに状況報告を行った

介護部会 横浜北ブロック①会議 報告書

ZOOM会議

　　　しらさぎ苑・若葉が丘・ウェルケア新吉田
　　　都筑ハートフルステーション・都筑シニアセンター

・新型コロナウィルス状況報告、情報共有



C施設

・ 当施設ではクラスターの発生はなかったが今回の

内容を今後の参考にしたい

D施設

・ 3月にクラスター発生し、日に日に増加していった

・ ゾーニング、予防着を徹底したのち職員の感染もなくなり終息に向かった

・ 職員の確保、配置が非常に難しく、毎日翌日の出勤調整を行う状況だった

・ 罹患していない利用者から対応について不満が聞かれた

・ 今回の経験をもとに、施設内で勉強会を開催した

E施設

・ 隔離対応にて行動が制限されるためADLの低下、認知症の進行の懸念が

あった

・ ご家族から心配の連絡があった

・ 防護服にて対応していたため怖いとの声が聞かれた

● 家族面会について（対面）

A施設
・ 10月から再開予定だが詳細は未定

B施設
・ リモート面会は継続しているが、対面面会は未定

C施設
・ 窓越し面会、オンライン面会は実施している

D施設
・ 対面面会は予約制にて１日の面会数を限定し実施している

アクリル板を使用し、面会時間は１５分としている

情勢をみながら都度検討

E施設
・ 再開しているが細かくルールや制限をかけている

ワクチン３回接種済み、入館前の抗原検査、１日の面会数の制限など

● クラスター発生時の対応で他施設に聞いてみたいこと

入浴について

・ 保健所からの指示の方法で行っていた

・ 浴室での感染リスクが高いとのことで清拭にて対応していた

排泄介助について

・ 防護服を着用し限られた職員で対応

・ 物品が不足している状況でどう対応するかが課題だった

レク、行事、ボランティアについて

・ 今月近所の公園に行くが大規模の外出はない

・ 理美容について、今まで職員が切っていたが今月より従来通り

業者が入るようになった



・ ボランティアの受け入れはまだ行っていない

・ 施設全体での行事はなく、各フロアで行なっている。

● 次回開催日

未定

テーマ

未定

以上






